
冷
涼
地

中
間
地

暖

　地

「黄づつみ78」
黄
おう

化
か

病・根こぶ病に強く
在圃性にすぐれる
中早生種！

中
間
地

暖

　地 結束

結束

「黄づつみ90」
耐寒・晩

ばん

抽
ちゅう

性にすぐれ、
根こぶ病に強耐病性
冬どり中晩生種！

中
間
地

暖

　地 結束

結束

「黄づつみ95」
耐寒・晩抽性にすぐれ、
根こぶ病に強耐病性
冬どり晩生種！

在
圃ほ

性
に
す
ぐ
れ
る
根
こ
ぶ
病
強
耐
病
性
品
種

「
黄
づ
つ
み
」シ
リ
ー
ズ
発
表
！

New

黄づつみ特集

右ページ用
き

2024 タキイ最前線 秋種特集号　3



　
「
食
の
外
部
化
」の
進
展
を
背
景
に
、
国
内
主
要
野

菜
の
消
費
の
う
ち
、
加
工
・
業
務
用
向
け
の
割
合
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ハ
ク
サ
イ
は
加
工
・
業
務
需
要

の
割
合
が
高
く
、
特
に
、
キ
ム
チ
や
浅
漬
な
ど
の
漬

物
需
要
に
対
し
て
は
一
年
を
通
じ
て
安
定
し
た
周
年

供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
ひ
ょ
う
害
、
干
ば
つ
な
ど

の
極
端
な
天
候
が
増
え
、
生
産
地
に
お
い
て
も
、「
病

害
」「
生
理
障
害
」の
発
生
リ
ス
ク
が
年
々
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
秋
冬
ど
り
作
型
で
は
、
気
温
上
昇
の
影
響

か
ら
生
育
の
前
進
や
過
剰
肥
大
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
、
計
画
的
・
安
定
的
な
出
荷
が
難
し
い
場
面
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
も
、
安
定
出
荷
を
図
れ
る
品

種
を
目
標
に
「
収
穫
適
期
に
達
し
て
か
ら
も
過
剰
肥

大
し
に
く
く
収
穫
期
幅
が
広
い
こ
と
」「
各
種
生
理
障

害
の
発
生
が
少
な
く
、
重
要
病
害
の
根
こ
ぶ
病
に
対

し
て
高
い
耐
病
性
を
も
つ
こ
と
」
の
両
立
を
目
指
し

品
種
育
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
主
力
産
地
で
複
数
年
に
わ
た
る
試
作
の
結
果
、
育

種
目
標
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
た
め
、

今
回
、
中
早
生
種
の「
黄
づ
つ
み
78
」、
冬
ど
り
中
晩

生
種
の「
黄
づ
つ
み
90
」、
冬
ど
り
晩
生
種
の
「
黄
づ

つ
み
95
」
の「
黄
づ
つ
み
」シ
リ
ー
ズ
3
品
種
を
発
表

い
た
し
ま
す
。

タキイ茨城研究農場

井
い

手
で

一
かず

夫
お

形状が安定し、収穫適期幅が広い
　ハクサイの玉形状は天候や肥培管理の影
響を受けやすく、高温や多肥栽培では長玉
や玉じまりの悪い大玉になり、逆に低温や
極端な少肥栽培では小玉や結球不足を招き
ます。
　「黄づつみ」シリーズ共通の特長として高
温や多肥条件下でも外葉ができ過ぎずスム
ーズに結球に移行するため、玉形状が砲弾
型でよくそろいます。加えて、過剰肥大や
収穫適期に達してからの玉形状のくずれが
発生しづらいため、圃場に長く置くことが
でき、計画的な出荷が図れます。

黄化病耐病で
　細菌性病害にも比較的強い
　黄化病は主力産地で問題となってい
る土壌伝染性病害の一つで、発病圃で
は土壌消毒を中心に対応しており、耐
病性品種は非常に少ないのが現状です。

「黄づつみ78」は国内で販売されている
ハクサイ品種の中でも安定した圃場耐
病性をもっており、従来品種が軽～中
程度発病する圃場でも、実用的な耐病
性を発揮します。また、黒

こく

斑
はん

細菌病な
どの細菌性病害にも比較的強いため、
安心して栽培できます。

晩秋どりでも
　品質の低下が少ない
　「黄づつみ78」は秋どりの
中早生種の中では耐寒性に
すぐれるため、中間地11月
下旬以降の収穫でも外葉の
退色や凍霜害の発生が少な
く在圃性にすぐれます。結
球葉は濃緑、球内は濃黄色
で、カット面のコントラス
トは鮮やかで見ばえのよい
品種です。

耐寒性と晩抽性にすぐれる
　厳寒期は昼夜の寒暖差の影響で凍結と融解が繰り
返されることによる葉の寒さ傷みが課題になります。

「黄づつみ90」、「黄づつみ95」ともに外葉は濃緑色、
葉は肉厚で耐寒性に特にすぐれ、厳寒期でも玉の傷
みや退色が少なく安定出荷が可能です。また、芯伸
びが非常に遅いため、中間地、暖地での３月中旬出
荷にも対応します。

根こぶ病に高い耐病性をもつ
　従来品種の「黄ごころ」「晴

はれ

黄
ぎ

」シリーズか
ら根こぶ病の耐病性をレベルアップした

「きらぼし」シリーズを販売し、産地の評価
を得てきましたが、病原性の分化や菌密度
上昇などで近年「きらぼし」シリーズでも
発病する産地が見受けられます。こういっ
た状況に対し「黄づつみ」はさらに高い耐病
性を付与することで発生圃場でも栽培が可
能です。

生理障害の発生が
　極めて少ない

　カルシウム欠乏症（縁
ふち

腐
ぐさ

れ、芯
しん

腐
ぐさ

れ）やゴマ症、芯
割れといった各種生理障害
の発生が非常に少なく、在
圃期間が長くても安定した
出荷が可能です。また、立
性草姿で追肥や薬剤散布が
容易で、栽培管理のムラが
出にくいことと収穫時の玉
ぞろいにすぐれるため出荷
率の向上がねらえます。

品種特性

品種ごとの特性
晩秋～年内どり中早生種の「黄づつみ78」

「黄づつみ」シリーズ共通の特長

冬どり中晩生種の「黄づつみ90」と晩生種の「黄づつみ95」

※根こぶ病は菌の種類や密度によって発病する場
合があり、「黄づつみ」シリーズでも罹病する事
例を確認しています。薬剤防除、耕種的防除を
組み合わせた総合的防除を基本としてください。

「黄づつみ90」「黄づつみ95」栽培メモ
肥料の目安

（10a当たり）
N : P : K＝20～25：15～20：20～25kg 
元肥1/2、追肥1/2とし、生育期間を通じて肥効を持続させる

定植基準
（株/10a、畝幅、株間など）

3,300～3,700株/10a
畝幅60㎝
株間45～50㎝
水はけの悪い圃場では高畝２条栽培を推奨する

栽培ポイント 低温結球性は強くないため、定植遅れは避ける。べと病に対し
て育苗期から各生育ステージごとに予防的な薬剤防除を行う

「黄づつみ78」栽培メモ

肥料の目安
（10a当たり）

N : P : K＝20：15：20kg 
元肥中心で生育初期をスムーズに進
める

定植基準
（株/10a、畝幅、株間など）

3,700～4,000株/10a

畝幅60㎝

株間40～45㎝

水はけの悪い圃場では高畝２条栽培を
推奨する

栽培ポイント
低温結球性は強くないため、定植遅
れは避ける。重い土質や地力の乏し
い圃場では慣行より施肥量を増や
す
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「黄づつみ90」「黄づつみ95」の使い分け
　両品種は同様の基本特性をもちますが、収穫時期と出荷
規格の２点から使い分けを紹介します。収穫時期について
は、熟期と耐寒性の違いから中間地での１～２月どりは

「黄づつみ90」、２～３月中旬どりは「黄づつみ95」をおすす

めします。出荷の面からは、青果出荷重視で６玉深箱に詰
めやすくコンパクトな形状を求める場合は「黄づつみ90」、
契約栽培や４玉平箱出荷を中心に重量と玉肥大を求める場
合は「黄づつみ95」をおすすめします。

「黄づつみ」シリーズの適作型

品種名 播種期 定植期 収穫期
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

冷涼地 黄づつみ78 7月上旬
～8月上旬

７月下旬
～8月下旬

中間地

黄づつみ78 8月中下旬 9月上中旬

黄づつみ90 8月下旬
～9月上旬 9月中下旬

黄づつみ95 8月下旬 9月中旬

暖地

黄づつみ78 8月下旬
～9月上旬 9月中下旬

黄づつみ90 9月上中旬 9月下旬 
～10月上旬

黄づつみ95 9月上中旬 9月下旬
～10月上旬

栽培ポイント

播
種
・
定
植
日
を
厳
守
、

初
期
生
育
を
ス
ム
ー
ズ
に

　
「
黄
づ
つ
み
」は
高
温
や
多
肥
栽
培
で
過
剰
生
育

に
な
り
や
す
い
場
面
で
も
栽
培
期
間
を
通
じ
て
安

定
し
た
生
育
を
示
し
て
能
力
を
発
揮
す
る
一
方
、

「
晴
黄
」「
き
ら
ぼ
し
」な
ど
タ
キ
イ
従
来
品
種
シ
リ

ー
ズ
に
比
べ
る
と
、
結
球
ま
で
の
生
育
は
ゆ
っ
く

り
進
み
ま
す
。
結
球
の
遅
れ
や
小
玉
の
原
因
と
な

る
定
植
遅
れ
に
注
意
し
、
適
期
定
植
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。
水
田
裏
作
な
ど
で
重
い
土
質
や
地
力

の
乏
し
い
圃
場
で
も
同
様
の
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
そ
の
よ
う
な
圃
場
で
は
慣
行
よ
り
多
め
の

肥
料
設
計
と
し
ま
す
。
収
穫
ま
で
肥
効
を
持
続
さ

せ
る
こ
と
は
、
低
温
期
の
寒
さ
傷
み
を
軽
減
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

病
害
の
予
防
的
防
除

　
「
黄
づ
つ
み
」シ
リ
ー
ズ
は
、
根
こ
ぶ
病
に
は
強

度
な
耐
病
性
を
も
ち
ま
す
が
、
秋
冬
ど
り
で
問
題

と
な
る
べ
と
病
の
耐
病
性
レ
ベ
ル
は
低
く
、
昨
今

の
暖
冬
や
高
温
多
湿
が
続
く
よ
う
な
気
象
条
件
下

で
は
べ
と
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
育

苗
期
か
ら
結
球
開
始
期
、
結
球
期
と
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
治
療
効
果
と
予
防
効
果
の
あ
る
殺
菌
剤

を
使
い
分
け
た
防
除
が
必
要
で
す
。「
黄
づ
つ
み
90
」

と「
黄
づ
つ
み
95
」の
越
冬
収
穫
で
は
、
結
束
す
る

直
前
に
治
療
効
果
の
高
い
殺
菌
剤
を
散
布
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
圃
場
の
排
水
性
の
確
保
や
多
肥
条

件
、
密
植
栽
培
を
避
け
る
な
ど
総
合
的
な
防
除
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

１２

秋冬どりハクサイ「黄づつみ」シリーズと「きらぼし」シリーズの特性比較

品種名 熟期 株張り 草姿

玉
根こぶ病
耐病性

べと病
耐病性 ゴマ症 芯腐れ 耐寒性 低温

肥大性
球重（kg）

球頭 色 球内色 品質
適期→後期

きらぼし65SP 早生 中 立 2.5→3.0 抱合 濃緑 鮮黄 上 ◎ ○ ◎ ◎ △ ○

きらぼし77 中早生 中大 立 2.5→3.5 抱合 極濃緑 濃黄 極上 ◎ △ △ △ ○ ◎

黄づつみ78 中早生 中 立 2.5→3.0 抱合 極濃緑 濃黄 上 △ ◎ ◎ ○ △

きらぼし85 中生 大 立 3.0→3.5 軽包被 濃緑 濃黄 極上 ◎ ○ △ ○ ○

きらぼし90 中晩生 中大 立 3.0→3.5 軽包被 極濃緑 濃黄 上 ◎ ○ △ ◎ ◎ ◎

黄づつみ90 中晩生 中大 立 3.0→3.5 軽包被 極濃緑 鮮黄 上 △ ◎ ◎ ○

黄づつみ95 晩生 中大 立 3.0→3.5 軽包被 極濃緑 鮮黄 上 △ ◎ ◎ ○

2024 タキイ最前線 秋種特集号　5


